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小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

３/25現在 

父島 

90.4/100 

母島  

87.9/100 

2月気象状況  (父島) 

最高気温 22.8℃ 

最低気温 10.2℃ 

平均気温 17.3℃ 

平均湿度 67％ 

月降水量 60.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(３/1) 

      2,493人 

      父島   母島         

 人口  2,066人  427人 

 世帯  1,228     259 

                   
 

                
 

            

   

４
月
よ
り
、
母
島
小
中
学
校
が
義
務
教
育
学
校
と

な
り
ま
し
た
。
義
務
教
育
学
校
と
は
、
小
学
校
課
程

６
年
間
と
中
学
校
課
程
３
年
間
の
合
計
９
年
間
か
ら

な
る
小
中
一
貫
教
育
を
行
う
学
校
で
す
。
母
島
小
中

学
校
は
、
こ
れ
ま
で
も
児
童
・生
徒
の
皆
さ
ん
が
教
育

活
動
を
共
に
し
、
１
人
の
校
長
の
も
と
１
つ
の
職
員
室

で
小
学
校
と
中
学
校
の
先
生
方
が
相
互
に
補
完
し
合

う
教
育
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
さ
ら
に
９

年
間
の
継
続
的
な
学
習
指
導
・生
活
指
導
を
進
め
る

こ
と
が
可
能
な
学
校
と
な
り
ま
す
。 

ま
だ
、
義
務
教
育
学
校
と
し
て
の
枠
組
み
が
で
き

た
ば
か
り
で
す
の
で
、
今
後
１
年
間
を
か
け
て
、
ど
の

よ
う
な
教
育
を
し
た
ら
、
母
島
の
義
務
教
育
学
校
と

し
て
さ
ら
に
魅
力
的
な
教
育
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、

何
を
今
ま
で
ど
お
り
変
え
な
い
ほ
う
が
良
い
の
か
な

ど
に
つ
い
て
、
様
々
な
検
討
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

な
お
、
母
島
小
中
学
校
で
は
、
小
学
校
課
程
６
年

生
か
ら
中
学
校
課
程
１
年
生
へ
の
進
級
を
小
学
校
課

程
の
卒
業
、
中
学
校
課
程
の
入
学
と
呼
び
、
従
来
と

同
様
に
４
月
の
入
学
式
、
３
月
の
卒
業
式
を
行
い
ま

す
。
学
年
の
呼
び
方
も
、
今
ま
で
馴
れ
親
し
ん
だ
言
い

方
に
近
い
小
学
部
１
年
生
か
ら
６
年
生
、
中
学
部
１

年
生
か
ら
３
年
生
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

義
務
教
育
学
校
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

母
島
小
中
学
校
に
つ
い
て
、
地
域
の
学
校
と
し
て
温
か

な
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 

☏
２-

３
１
１
７ 

       

  

毎
年
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
る
返
還
祭
の
開
催

日
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

今
年
は
、
６
月
22
日(

日)

に
東
京
都
議
会
議
員
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お

り
と
い
た
し
ま
す
。 

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【父
島
返
還
祭
】６
月
28
日(

土) 

【母
島
返
還
祭
】前
夜
祭
：６
月
28
日(

土) 

 
 
 
 
 
 
 
  

当
夜
祭
：６
月
29
日(

日) 

 
 ●

問
合
せ
先 

(

父
島
返
還
祭
に
つ
い
て) 

総
務
課 

総
務
係 

 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
１ 

(

母
島
返
還
祭
に
つ
い
て) 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 
 
 

☏
３-

２
１
１
１ 

  

４
月
２
日(

水)

午
後
と
、
３
日(

木)

午
前
は
、
引
っ

越
し
に
伴
う
転
入
手
続
き
が
集
中
し
、
本
庁
の
村
民

課
窓
口
が
大
変
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。  

 

通
常
よ
り
も
手
続
き
に
お
時
間
が
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
お
急
ぎ
で
な
い
方
は
、
転
入
手
続
き

が
集
中
す
る
時
期
を
避
け
て
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。 ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

☏
２-

３
１
１
３ 

    

竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
２
階
「小
笠
原
村
東
京
連

絡
事
務
所
」で
は
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
書
な

ど
の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

ご
利
用
の
際
は
、
村
民
課
住
民
係
ま
で
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

☏
２-

３
１
１
３ 

    

東
京
都
内
に
住
所
が
あ
る
方
の
パ
ス
ポ
ー
ト(

旅

券)

に
か
か
る
手
続
き
は
、
小
笠
原
村
役
場
ま
た
は
母

島
支
所
窓
口
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
か
ら
受
け
取
り
ま
で
は
、
約

１
か
月
か
か
り
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
た
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。 

ま
た
、
３
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
も
村
内
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

◎
窓
口
で
申
請
す
る
場
合 

所
定
の
申
請
書
に
次
の
３
点
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

①
戸
籍
謄
本(

※) 

②
本
人
の
確
認
の
た
め
の
書
類(

免
許
証
等) 

③
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真 

※
更
新
申
請
で
戸
籍
の
記
載
事
項
に
変
更
が
な
い
場

合
は
添
付
不
要
で
す
。 

※
本
籍
地
が
小
笠
原
村
で
な
い
方
の
戸
籍
謄
本
も
小

笠
原
村
役
場
、
母
島
支
所
で
も
発
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。(

一
部
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。) 

※
戸
籍
抄
本(

個
人
事
項
証
明
書)

は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
す
る
場
合 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
が
で
き
ま
す
。 

 

そ
の
場
合
、
戸
籍
謄
本
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
東
京
都
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

母
島
小
中
学
校
が 

義
務
教
育
学
校
と
し
て
ス
タ-

ト
し
ま
す 

父
島
返
還
祭
・
母
島
返
還
祭
の
開
催
日 

 引
っ
越
し
な
ど
で
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す 

 竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
で 

証
明
書
の
交
付
が
で
き
ま
す 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は
お
早
め
に 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
ご
活
用
く
だ
さ
い 
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◎
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
取
方
法 

【窓
口
で
申
請
し
た
場
合
】 

 

申
請
し
た
小
笠
原
村
役
場
ま
た
は
母
島
支
所
窓
口 

【オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
し
た
場
合
】 

申
請
時
に
受
け
取
り
窓
口
と
し
て
選
択
し
た
場
所 

(

小
笠
原
村
役
場
・母
島
支
所
の
ほ
か
、
新
宿
・有
楽

町
・池
袋
・立
川
の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
受
取
可) 

※
新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
を
受
け
取
る
際
に
、
現
在
お

持
ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

 

◎
交
付
手
数
料 

令
和
７
年
３
月
24
日
か
ら
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

【
10
年
旅
券(

現
行
１
万
６
千
円)

】 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請 

１
万
５
千
９
百
円 

 
 

窓
口
申
請 

 
 
 

１
万
６
千
３
百
円 

【５
年
旅
券(

現
行
１
万
１
千
円)

】 

 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請 

１
万
９
百
円 

 
 

窓
口
申
請 

 
 
 

１
万
１
千
３
百
円 

【５
年
旅
券(

12
歳
未
満
・現
行
６
千
円)

】 

 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請 

５
千
９
百
円 

 
 

窓
口
申
請 

 
 
 

６
千
３
百
円 

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決
済
処
理
は
、
都
内
の
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す
。
村

内
で
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
収
入

印
紙
と
東
京
都
手
数
料
を
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

☏
２-

３
１
１
３ 

    
 

固
定
資
産(

土
地
・家
屋)

の
価
格
は
、
総
務
大
臣

が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
評
価
さ

れ
、
村
長
が
そ
の
価
格
等
を
決
定
し
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
し
ま
す
。 

 
 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳(

名
寄
帳)

の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
ほ
か

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価

格
等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

 

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳(

名
寄
帳)

の
閲
覧 

【期
間
】通
年(

土
日
・祝
日
を
除
く) 

 
 
 
 

※
６
月
２
日(

月)

ま
で
は
無
料
で
閲
覧 

【時
間
】午
前
８
時
～
午
後
５
時
１５
分 

(

正
午
～
午
後
１
時
３０
分
を
除
く) 

【場
所
】財
政
課 

税
務
係
、
母
島
支
所 

庶
務
係 

 

◎
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

【期
間
】４
月
１
日(

火)

～
６
月
２
日(

月) 

(

土
日
・祝
日
を
除
く) 

【時
間
】午
前
８
時
～
午
後
５
時
１５
分 

(

正
午
～
午
後
１
時
３０
分
を
除
く) 

【場
所
】財
政
課 

税
務
係
、
母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 ●

問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

 

☏
２-

３
１
１
２ 

   

令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
に
つ
い
て
、
対
象
の
方
へ
２
月
下
旬
に
確
認
書
を

発
送
し
ま
し
た
。 

◎
確
認
書
を
受
け
取
ら
れ
た
方
へ 

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
郵
送
か
、
窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

【申
請
期
限
】 

４
月
11
日(

金)

必
着 

※
詳
細
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。 

※
給
付
時
期
は
、
４
月
中
旬
～
下
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

 

◎
確
認
書
が
届
か
な
い
が
対
象
だ
と
思
わ
れ
る
方
へ 

問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

《ご
注
意
く
だ
さ
い
！
》 

臨
時
特
別
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個

人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
小
笠
原
村
や

内
閣
府
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や
郵

便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
小
笠
原
村
や
警
察
署
、
警
察

相
談
専
用
電
話(

♯
９
１
１
０)

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ●
提
出
窓
口
・問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
課 

総
務
係 

 
 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
１ 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 
 
 

☏
３-

２
１
１
１ 

   

◎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
臨
時
運
行 

Ｇ
Ｗ
期
間
中
、
扇
浦
線
を
増
便
し
て
運
行
し
ま
す
。 

休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
村
営
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

【臨
時
増
便
】 

 

４
月
２６
日(

土)

、
２７
日(

日)

、
２９
日(

火
・祝)

、 

５
月
３
日(

土)

、
４
日(

日) 

 

○
午
後
２
時
４５
分(

村
役
場
前
発) 

 

○
午
後
３
時
１５
分(

小
港
海
岸
発) 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
９
８
８ 

 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
４ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
扇
浦
園
地
の
更
な
る
魅
力
お
よ

び
賑
わ
い
あ
る
空
間
の
創
出
、
園
地
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

【営
業
可
能
期
間
】５
月
１
日(

木)

～
６
月
３０
日(

月) 
【申
込
期
間
】４
月
１
日(

火)

～
１６
日(

水) 
申
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

●
申
し
込
み
・問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
４  

   

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
は
、
年
払
い
で
お
支
払
い

い
た
だ
く
と
１
カ
月
分
お
安
く
な
り
ま
す
。 

月
払
い
か
ら
年
払
い
へ
の
変
更
は
、
毎
年
こ
の
時
期

の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申

込
く
だ
さ
い
。 

【申
込
方
法
】 

村
役
場 

総
務
課
か
、
母
島
支
所
の
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

【申
込
期
限
】４
月
１５
日(

火) 

【利
用
料
】月
払
い
利
用
料 

 

１
，
５
６
０
円 

 
 
 
 
 
 

年
払
い
利
用
料 

１
７
，
１
６
０
円 

 

   

●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係
☏
２-

３
１
１
１ 

    

◎
日
米
硫
黄
島
戦
没
者
合
同
慰
霊
追
悼
顕
彰
式 

   

【放
送
日
時
】４
月
29
日(

火
・祝)

午
後
６
時
～ 

※
詳
細
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
小
笠
原
村
議
会 

小
笠
原
村
議
会
の
録
画
放
送
は
、
今
年
度
か
ら

Y
o
u
tu

b
e

へ
移
行
し
ま
す
。 

Y
o
u
tu

b
e

「小
笠
原
村
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」か
ら
い

つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

    

●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係
☏
２-

３
１
１
１ 

   

固
定
資
産
税
の
閲
覧
・
縦
覧 

 

給
付
金
の
対
象
者
へ
書
類
を
郵
送
し
ま
し
た 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
は 

年
払
い
が
お
得
で
す 

 小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11

ch) 

放
送
予
定 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ (

父
島) 

扇
浦
園
地 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
者
の
募
集 
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「令和６年度 硫黄島戦没者 遺骨収集 帰還事業」 をご報告します 

令和６年度中に収容されたご遺骨６６柱は、遺骨収集派遣団とともに内地へ帰還しました。その後、千鳥ヶ淵戦没者墓苑で、政府へ引き渡されました。 

【令和６年度派遣実績】 第1回、２回…渇水制限の影響により中止 第3回（令和６年１１月２７日～１２月１１日）…３３柱 第４回（令和７年１月２９日～２月１２日）…３３柱 

 
硫黄島における遺骨収集帰還事業とは？ 

 硫黄島で戦死した日本兵は軍属の島民を含む約２１，９００人です。 

 昭和２７年から令和５年度末までに発見・収集されたご遺骨の数は１０，６５２柱

で、全体の半数に過ぎず、未だ半数近くのご遺骨が眠ったままです。 

 現在、硫黄島戦没者遺骨収集は、厚生労働省により年４回、各２週間ずつ実施

されています。またそれ以外にも、更に調査が必要とされる地域をグリッド単

位で再調査し、未発見の地下壕等の捜索する「フォローアップ調査」が行われ

ています。令和６年度フォローアップ調査は６月～３月にかけておよそ１５日間

の派遣が１０回実施されました。 

 

 

 

 

遺骨収集と小笠原村の関わり 

戦前、硫黄島は約１１００人の島民が、豊かに、そして穏やかに暮らし

ていました。戦況が悪化し、軍属として徴用された男性を残して、島民

は本土へ強制疎開させられました。激しい戦闘の末、軍属として島に残

った島民も、８２名がその若い命を失いました。 

そうしたことから、小笠原村からは、小笠原在住硫黄島旧島民の会

(※)、重機オペレーター（厚労省からの委託）、村役場職員が、左記の

厚労省による遺骨収集帰還事業へ参加しています。 

村としては引き続き、本事業へ最大限の協力をするとともに、事業が

より実り多きものになるよう、厚生労働省や関係機関に積極的にはた

らきかけてまいります。 

 

「日米硫黄島戦没者合同慰霊追悼顕彰式」をケーブルテレビ放送します 
 ３月末に硫黄島にて令和６年度日米合同の慰霊式が開かれました。 

 かつて敵として戦った双方が、死闘を繰り広げたこの地で両国の戦没者を追悼し、平和を改めて誓い合いました。 

 今年は戦後８０周年という節目であることから、大々的に執り行われ、小笠原村からは渋谷村長と池田議長が参列しました。 

 

 

◀ 令和６年度、村の重機オペが発見した機銃砲です。 

周りの土を何日もかけてご遺骨がないか丁寧に確認

しながら掘り出しました。 （戦後、米軍により整地が

行われたため、戦時中の地面から数メートル土が覆

い、木々が生い茂り、収集作業を難航させています。） 

発掘された陣地の壁から、日本兵の全身のご遺骨、

名前の掘られた万年筆等の遺留品や手榴弾などがみ

つかりました。  

この場所からは6柱のご遺骨を収容しました。 

 

 【放送日時】４月29日（火・祝） 午後６時～ 小笠原村ケーブルテレビ(11ch)  

 

硫黄島の歴史・写真 

「小笠原村ホームページ」 

遺骨収集帰還事業 

「厚生労働省ホームページ」 

※「小笠原在住旧硫黄島島民の会」…戦前 硫黄島・北硫黄島の島民であった方とそのご

子孫で、現在小笠原村に在住している方々で構成される。 

「軍属として残された先祖をはじめ、この大戦で亡くなられた方々のご遺骨を一日も早く

故郷へお返ししたい」と強い想いを持って活動されている。 

 

硫黄島は小笠原村ではありますが、村民の方であっても通常は訪れることができない場所です。 

  そこで、テレビを通じてにはなりますが、その様子を村民の皆さまと共有できればという想いで番組を制作しました。 

ぜひご覧いただければ幸いです。 

●問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１ 

戦後８０周年特集ページ 
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４
月
１
日
付 

 

◎
異
動 
《 

》
内
は
旧
所
属 

【課
長
級
】 

 

建
設
水
道
課
長 

 
 

老
松 

宏
孝
《建
設
水
道
課
副
参
事 

(

上
下
水
道
担
当)

》 

【課
長
補
佐
級
】 

 

村
民
課
母
島
保
育
園
園
長(
昇
任) 

 
 

中
山 

美
樹
《村
民
課
福
祉
係
主
任
保
育
士 

(

母
島
保
育
園)

》 

 

産
業
観
光
課
課
長
補
佐
産
業
観
光
係
長 

 
 

伊
藤 

嘉
則
《産
業
観
光
課
課
長
補
佐 

(

課
務
担
当)

》 

 

産
業
観
光
課
課
長
補
佐(

観
光
振
興
担
当) 

 
 

小
野
寺 

将
嘉
《産
業
観
光
課
課
長
補
佐 

産
業
観
光
係
長
》 

 
 
 

※
勤
務
地
：東
京
連
絡
事
務
所 

 

会
計
室
会
計
管
理
者 

 
 

川
上 

勲
《会
計
室
課
長
補
佐
》 

【係
長
級
】 

 

村
民
課
福
祉
係
主
査(

昇
任) 

 
 

青
栁 

里
栄
子
《村
民
課
福
祉
係
主
任
》 

医
療
課
診
療
所
係
主
査(

小
笠
原
村
診
療
所) 

助
産
師(

昇
任) 

 
 

熊
谷 

清
美
《医
療
課
診
療
所
係 

(

小
笠
原
村
診
療
所)

》 

 

環
境
課
自
然
環
境
係
主
査(

昇
任) 

 
 

米
塚 

佐
世
子
《環
境
課
自
然
環
境
係
主
任
》 

 

母
島
支
所
庶
務
係
主
査 

 
 

工
藤 

弘
《村
民
課
住
民
係
主
査
》 

【主
任
級
】 

村
民
課
住
民
係
主
任 

 
 

加
藤 

佑
太
《村
民
課
福
祉
係
主
任
》 

会
計
室
主
任 

 
 

小
林 

修
一
《財
政
課
税
務
係
主
任
》 

  

【主
事
級
】 

 

総
務
課
総
務
係 

(

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
派
遣) 

 
 

天
野 

ま
り
あ
《村
民
課
住
民
係
》 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

岸 

昂
洋
《母
島
支
所
庶
務
係
》 

 ◎
採
用 

【主
任
級
】 

 

建
設
水
道
課 

福
田 

克
之(

技
術) 

【主
事
級
】  

 

総
務
課
付 

津
田 

駿
輔 

 

総
務
課
付 

鈴
木 

大
和 

 

財
政
課
付 

須
田 

友
里 

 

財
政
課
付 

阿
部 

遥
奈 

 

財
政
課
付 

北
村 

優
弥 

 
村
民
課
付(

父
島
保
育
園) 

セ
バ
ー
ジ
ョ 

彩(

保
育
士) 

 

産
業
観
光
課
付 

古
田 

美
佳 

 

教
育
課
付 
樋
口 

草 

【暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務(

課
長
補
佐
級)

】 

 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐(

建
設
担
当) 

 

繁
藝 

則
仁 

【再
任
用(

係
長
級)

継
続
】 

建
設
水
道
課
主
査 

千
葉 
勇
人 

 ◎
派
遣 

【赴
任
】 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

高
野
橋 

菜
月(

医
師) 

 ３
月
31
日
付 

◎
勤
務
延
長(

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で) 

《 

》内
は
旧
所
属 

【課
長
級
】 

 

総
務
課
長 

 
 

杉
本 

重
治
《総
務
課
長
》 

  

【医
師
・歯
科
医
師
】 

 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 
 

山
口 

徹
也
《医
療
課
診
療
所
係 

(

小
笠
原
村
診
療
所)

》 

◎
退
職  

【退
職
】 

 

建
設
水
道
課
長 

繁
藝 

則
仁(

技
術) 

会
計
室
会
計
管
理
者(

課
長
補
佐) 

 

佐
々
木 

裕
美 

 

財
政
課
財
政
係
主
任 

松
澤 

智
子 

 

総
務
課
総
務
係 

三
丸 

俊
大 

 

 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

小
池 

沙
耶
佳(

看
護
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

太
陽
の
郷) 

 

平
井 

睦
子(

介
護
福
祉
士) 

 

◎
派
遣 

【帰
任
】 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

大
林 

由
依(

医
師) 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

☏
２-

３
１
１
１ 

 

  

出
張
期
間
：
12
月
20
日
～
29
日 

・全
国
離
島
振
興
協
議
会
会
議
出
席 

・国
会
議
員
、
国
交
省
お
よ
び
東
京
都
関
係
部
署

挨
拶
、
意
見
交
換 

等 

 

出
張
期
間
：１
月
18
日
～
２
月
５
日 

・東
京
都
町
村
長
会
出
席 

・港
湾
関
係
団
体
賀
詞
交
歓
会
出
席 

・世
界
自
然
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議(

鹿
児
島
県

徳
之
島)
出
席 

・北
方
領
土
の
返
還
を
求
め
る
都
民
大
会
出
席 

・国
交
省
、
東
京
都
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議

会
委
員
と
の
意
見
交
換 

等 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

☏
２-

３
１
１
１ 

 

 

 

◎
施
設
調
理 

９
月
採
用 

【受
験
資
格
】 

昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方 

【募
集
締
切
】５
月
30
日(

金) 

※
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

要
項
は
、
役
場
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、 

小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

☏
２-

３
１
１
１ 

   ◎
小
笠
原
村
診
療
所 

看
護
師 

若
干
名 

【業
務
内
容
】診
療
所
看
護
師
業
務
等 

【勤
務
時
間
】 

午
前
８
時
30
分 

ま
た
は 

午
前
９
時
か
ら
５
～
６

時
間 

 

【報
酬
額(

時
給)

】１
５
３
７
～
１
７
４
６
円 

 

【条
件
等
】看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方 

【応
募
方
法
】応
募
先
に
連
絡
後
、
履
歴
書(

顔
写
真
添

付)

を
持
参
。 

【応
募
期
間
】随
時 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

 ●
応
募
・問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
８
０
０ 

 ◎
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
①
～
④
若
干
名 

①
介
護
員 

若
干
名 

(

介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
初
任
者
講
習
修
了
相
当) 

【業
務
内
容
】介
護
業
務
全
般 

【勤
務
時
間
】 

午
前
６
時
～
午
後
８
時
15
分
の
間
の
シ
フ
ト
勤
務

ま
た
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
希

望
に
応
じ
て
３
時
間
か
ら
勤
務
可 

【報
酬
額(

時
給)

】１
３
１
８
～
１
５
１
６
円 

②
介
護
助
手 

若
干
名 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

 

村
長
出
張
報
告 (

12
・
１
・
２
月 ) 

 

小
笠
原
村
職
員
の
募
集 

 

小
笠
原
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 
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【業
務
内
容
】 

入
居
者
の
衣
類
の
洗
濯
、
部
屋
の
掃
除
な
ど 

【勤
務
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分
ま
で
の
う
ち

３
～
６
時
間
勤
務 

 

【報
酬
額(

時
給)
】１
１
７
２
～
１
４
０
５
円 

 

【条
件
等
】 

高
校
生
、
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
と
い
う
ミ
ド
ル
シ
ニ

ア
の
方(

60
～
75
歳
く
ら
い)
、
育
児
や
家
事
と
無

理
な
く
両
立
で
き
る
時
間
で
働
き
た
い
と
い
う
方
、

大
歓
迎 

 

③
看
護
師 

若
干
名 

【業
務
内
容
】老
人
ホ-

ム
の
看
護
師
業
務
な
ど 

【勤
務
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
の
う
ち 

３
～
６
時
間 

 

【報
酬
額(

時
給)

】１
３
２
７
～
１
７
４
６
円 

 

【条
件
等
】 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方 

 ④
調
理
員 

若
干
名 

【業
務
内
容
】 

入
院
患
者
、
太
陽
の
郷
入
居
者
の
食
事
提
供 

【勤
務
時
間
】 

午
前
５
時
～
午
後
２
時
15
分
ま
で
、 

ま
た
は
、
午
前
11
時
～
午
後
７
時
45
分
ま
で 

【報
酬
額(

時
給)

】１
１
７
２
～
１
４
０
５
円 

 

【条
件
等
】一
定
の
調
理
技
術
が
あ
る
方
。 

週
１
回
か
ら
の
勤
務
が
可
能
で
す
。 

 

①
～
④
共
通 

【応
募
方
法
】応
募
先
に
連
絡
後
、
履
歴
書(

顔
写
真
添

付)

を
持
参
。 

【応
募
期
間
】随
時 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

 

●
応
募
・問
合
せ
先 

 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
太
陽
の
郷 

 

☏
２-

３
８
８
１ 

◎
議
会
事
務
局 

事
務
補
助
員 

 

１
名 

【業
務
内
容
】事
務
補
助
業
務 

【期
間
】 

 

令
和
７
年
５
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日 

【勤
務
日
・週
の
勤
務
時
間
】 

月
曜
日
～
金
曜
日(

※
祝
日
を
除
く)

の
う
ち
４
日 

週
14
時
間
以
内(

１
日
３
時
間
～
４
時
間) 

【時
間
給
】１
１
７
２
円
～
１
４
０
５
円 

【選
考
方
法
】書
類
・面
接 

【応
募
方
法
】履
歴
書
を
提
出 

【募
集
期
間
】４
月
18
日(

金)

ま
で 

 ●
応
募
・問
合
せ
先 

 

村
議
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
８ 

  

 

【業
務
内
容
】 

小
笠
原
小
学
校
の
特
別
支
援
教
育
の
補
助
業
務 

【職
種
】 

①
特
別
支
援
教
育
補
助
員(

教
員
免
許
有) 

②
特
別
支
援
教
育
補
助
員(

資
格
な
し) 

【採
用
人
数
】①
②
併
せ
て
若
干
名 

【雇
用
期
間
】 

 

令
和
７
年
５
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日 

【勤
務
時
間
】 

月
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
８
時
～
午
後
４
時
３０
分 

※
行
事
に
よ
り
土
日
祝
日
勤
務
あ
り 

※
週
２９
時
間
以
内
で
応
相
談 

【休
日
】 

土
日
、
祝
日(

行
事
に
よ
り
出
勤
あ
り) 

【時
間
給
】 

①
１
４
４
１
円
～(

教
員
免
許
有) 

②
１
１
７
２
円
～(

資
格
な
し) 

【選
考
方
法
】書
類
・面
接 

【応
募
方
法
】履
歴
書
を
持
参 

【募
集
期
間
】４
月
18
日(

金)

ま
で 

 

●
応
募
・問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
７ 

  

教
育
基
本
法
に
基
づ
く
教
育
振
興
基
本
計
画
「小

笠
原
村
教
育
ビ
ジ
ョ
ン(

第
４
次)

」を
策
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
小
笠
原
村
の
教
育
行
政
で

取
り
組
む
べ
き
基
本
的
な
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で

す
。 本

ビ
ジ
ョ
ン
の
詳
細
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ-

ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 

☏
２-

３
１
１
７ 

   

令
和
６
年
度
の
学
校
評
価
結
果
を
各
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
校
が
取
り
組
ん
だ
各
種

教
育
活
動
に
対
す
る
、
児
童
・生
徒
に
よ
る
授
業
等
評

価
、
教
職
員
に
よ
る
内
部
評
価
、
保
護
者
・地
域
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
等
を
ま
と
め
、
学
校
ご
と
に
報
告

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【掲
載
先
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

・小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

教
育
課
「学
校
教
育
」 

・村
立
学
校
各
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

   

令
和
７
年
度
も
、
村
立
学
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
７ 

       

    

 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島
し
ょ
振
興
公

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【募
集
期
間
】４
月
18
日(

金)

ま
で 

【対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

【補
助
対
象
団
体
】 

○
お
お
む
ね
５
名
以
上(

村
在
住
者)

で
組
織
さ
れ
、

代
表
者
・会
則
・名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
等
、
組

合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円

を
限
度
と
す
る
。 

【事
業
期
間
】 

令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で 

【募
集
案
内
の
配
布
・申
請
書
の
提
出
先
】 

《父
島
》総
務
課 

総
務
係 

《母
島
》母
島
支
所 

庶
務
係 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
１ 

 
 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 

☏
０
３-

５
４
７
２-

６
５
４
６ 

小
笠
原
小
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

 

小
笠
原
村
教
育
ビ
ジ
ョ
ン 

 

村
立
学
校 

学
校
評
価
結
果
の
掲
載 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

(

第
１
回) 

小
笠
原
村
ホ-

ム
ペ-

ジ
▼ 
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大
神
山
公
園
の
お
祭
り
広
場
に
、
３
人
制
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト(

３×

３)

を
整
備
し
ま
し
た
。 

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

〇
譲
り
合
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

〇
近
隣
の
方
の
ご
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
朝
お

よ
び
深
夜
の
ご
利
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

〇
コ
ー
ト
周
辺
の
公
園
利
用
者(
小
さ
な
お
子
様
な

ど)

へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
お
よ
び
自
転

車
等
で
の
乗
り
入
れ
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

〇
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
場
合
は
、
事
前
に
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
担
当 

 

☏
２-

２
１
６
５ 

大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☏
２-

７
１
７
０ 

 

  【期
間
】４
月
６
日(

日)

～
１５
日(

火) 

①
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で

き
る
道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
正
し
い
横
断
方
法

の
実
践 

②
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
な
が
ら
運
転
等
の
根

絶
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
適
切

な
使
用
の
促
進 

③
自
転
車
・特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
利
用
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
の
徹
底 

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

以
上
４
点
を
テ
ー
マ
に
、
小
笠
原
警
察
署
で
は
、
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
安
全
運
動
期
間
中
は
、
飲
酒
運
転
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
等
の
各
種
交
通
違
反
の
取
締
り
も
強
化
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
父
島
・
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

(

交
通
少
年
団
活
動) 

【日
時
】 

４
月
１３
日(

日)

午
前
１０
時
～
１１
時(

雨
天
中
止) 

【場
所
】東
町 

三
角
広
場 

【内
容
】村
民
・来
島
者
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動 

 
 

パ
ト
カ
ー
・白
バ
イ
等
の
体
験
乗
車
・ 

グ
ッ
ズ
チ
ラ
シ
の
配
布 

 
 
 
 
 
 
 
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
母
島
・
交
通
安
全
講
習
会                                 

【日
時
】４
月
１０
日(

木)

午
後
６
時
～ 

【場
所
】母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【内
容
】交
通
安
全
の
講
話
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
 

☏
２‐

２
１
１
０ 

 
 
 
 
 
 

 

母
島
駐
在
所 

 
 
 

☏
３-

２
１
１
０ 

 

  

令
和
７
年
度
の
小
笠
原
交
通
少
年
団
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
。 

交
通
少
年
団
は
、
活
動
を
通
じ
て
周
囲
の
人
々
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
団
員
自
ら
が
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た

社
会
人
に
育
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ
ト
カ

ー
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
広
報
の
ほ
か
、
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
活
動
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
交
通
少
年
団
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
団
員
は
、
卒
業
時
に
警
視
庁
交
通
部
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
る
他
、
公
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

証
明
書
が
授
与
さ
れ
ま
す
。 

【申
込
資
格
】 

小
笠
原
小
学
校
在
籍
の
１
年
生
か
ら
６
年
生 

【申
込
期
間
】随
時
募
集 

(

学
年
の
途
中
か
ら
で
も
参
加
可) 

【申
込
場
所
】小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

交
通
係 
 
 

☏
２-

２
１
１
０ 

 

   

小
学
１
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！ 

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
【毎
週
水
曜
日
に
柔
道
、
木

曜
日
に
剣
道
】の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

新
学
期
に
伴
い
、
練
習
生
を
募
集
し
ま
す
。 

最
初
は
、
新
入
部
員
を
対
象
に
、
基
本
の
練
習
を

す
る
こ
と
か
ら
、
募
集
期
間
は
毎
年
４
月
中
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
る
錬
成
大
会

や
、
武
道
始
め
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま

す
。 １

年
生
に
限
ら
ず
入
部
可
能
で
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
問
い
合
せ
を
！ 

剣
道
の
防
具
等
、
貸
出
も
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
 

☏
２-

２
１
１
０ 

 

   

家
内
労
働
者
へ
仕
事(

内
職
な
ど)

を
委
託
し
て
い

る
委
託
者
の
方
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
家
内
労

働
者
数
な
ど
に
つ
い
て
、
「委
託
状
況
届
」を
労
働
基

準
監
督
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

４
月
30
日
（水
）ま
で
に
小
笠
原
総
合
事
務
所 

労

働
主
査
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 
 

※
家
内
労
働
法
で
言
う
「家
内
労
働
者
」と
は
、
材
料

の
提
供
を
受
け
て
、
他
人
を
使
わ
ず
同
居
の
親
族

だ
け
で
物
の
製
造
、
加
工
を
行
い
、
工
賃
を
得
て
い

る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
あ
て
名
書
き
の
よ
う

な
事
務
の
代
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築
代
行
な

ど
、
物
の
加
工
を
伴
わ
な
い
委
託
を
受
け
て
い
る

人
は
「家
内
労
働
者
」に
あ
た
り
ま
せ
ん
。 

   

●
問
合
せ
先 

 

東
京
労
働
局 

労
働
基
準
部
賃
金
課
家
内
労
働
係 

☏
０
３-

３
５
１
２-

１
６
１
４ 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

☏
２-

２
１
０
２ 

 

  

【試
験
日
】６
月
８
日(

日) 

【申
込
期
間
】４
月
21
日(

月)

～
５
月
８
日(

木) 

【受
験
料
】《３
級
》３
３
０
０
円 

 
 
 
 
 
 

《２
級
》５
５
０
０
円 

【試
験
会
場
】 

《父
島
》商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

《母
島
》村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

※
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・級

の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
定
員
数
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。 

 ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
       

☏
２-

２
６
６
６ 

 

  

楽
し
く
美
味
し
く
農
業
や
栽
培
に
親
し
む
農
業
振

興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【日
時
】４
月
６
日(

日)

午
前
１１
時
～
午
後
３
時 

【場
所
】父
島
東
町 

農
協
直
売
所
・駐
車
場 

【内
容
】 

《販
売
》苗
木
、
農
産
物
、
加
工
品
、
農
資
材
、
飲
食
物
、

手
工
芸
品
等 

《体
験
・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》 

コ
ン
ポ
ス
ト
、
ハ
イ
ド
ロ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
タ
コ
の
葉 

《講
演
》小
笠
原
コ
ー
ヒ
ー
の
基
礎
知
識 

《講
習
》野
菜
苗
栽
培(

地
植
え
例
と
鉢
植
え
実
例) 

《演
奏
》あ
ん
ど
も
あ
、
緒
環
暁
二
、
み
の
り
会 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
を 

整
備
し
ま
し
た(

父
島) 

 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

小
笠
原
交
通
少
年
団
員
の
募
集(

父
島) 

 

小
笠
原
警
察
署 

少
年
柔
剣
道
部
員
の
募
集(

父
島) 

 

家
内
労
働
の
「
委
託
状
況
届
」
は 

４
月
末
ま
で
に 

 

日
商
簿
記
検
定 

 

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
デ
イ(

父
島) 

 

東
京
労
働
局
ホ-

ム
ペ-

ジ
▼ 
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《ト
ー
ク
》コ
ー
ヒ
ー
生
産
部
会 U

S
K

 C
o
ffe

e
 

《そ
の
他
》お
楽
し
み
抽
選
会
、
重
さ
当
て
ク
イ
ズ 

※
荒
天
中
止 

状
況
に
応
じ
て
内
容
が
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

※
お
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
マ
イ
バ
ッ
グ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
生
分
解
性
カ
ッ
プ
、
海
洋
生
分
解
性
レ
ジ
袋
の
試

用
、
分
別
、
堆
肥
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【主
催
】 

小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合 

 

み
の
り
会 

   

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合
み
の
り
会 

(

小
田
川) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☏
２-

２
９
３
５ 

 

 

【日
時
】４
月
15
日(

火) 

 
 
 

午
後
７
時
～
８
時
３０
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
不
要 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 
 

２-

３
１
１
３ 

 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

    

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く) 

 ●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
地
域
活
動
推
進
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☏
０
３-

５
３
８
８-

２
２
４
５ 

 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【日
時
】４
月
25
日(

金)

午
前
１０
時
～
正
午 

 
 
 
(

１
件
あ
た
り
約
２０
分
枠) 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☏
０
３-

３
５
８
１-

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分) 

 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。(

※
予
約
が
必
要
で
す
。) 

【相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談(

１
コ
マ
４０
分
以
内) 

【母
島
】 

《日
時
》４
月
20
日(

日)

午
後
７
時
～
９
時 

《場
所
》母
島
支
所 

【父
島
】 

《日
時
》４
月
21
日(

月)

午
後
５
時
～
７
時 

《場
所
》村
役
場 

  

【予
約
受
付
時
間
】 

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時 

(

土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く) 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☏
０
３‐

３
５
９
５-

８
５
７
５ 

   【日
時
】４
月
８
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど)  

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【お
知
ら
せ
】 

「令
和
７
年
度
雇
用
保
険
料
率
の
ご
案
内
」 

令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

の
雇
用
保
険
料
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

             ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 
労
働
主
査
☏
２-

２
１
０
２ 

 

 

     

 

                      

日
本
脳
炎(

３
歳
、
４
歳
、
小
学
校
４
年
生)

、
麻
し

ん
風
し
ん(

保
育
園
年
長)

・二
種
混
合(

小
学
校
６
年

生)

、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン(

中
学
校
１
年
生)

の
対

象
者
へ
は
、
日
程
と
予
診
票
を
後
日
個
別
通
知
い
た

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係
☏
２-

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
  

母
島
支
所 

 
   

☏
３-

２
１
１
１ 

   

労働者負担 事業主負担

一般の事業 5.5/1000 9/1000

農林水産・
清酒製造の

事業
6.5/1000 10/1000

建設の事業 6.5/1000 １１/1000

※令和６年度と比較し、労働者負担・事業主負担ともに、
   料率が　0.5/1000　引き下げとなっています。

 

種類 
・ヒブ ・肺炎球菌 ・B 型肝炎 ・五種混合 ・四種混合 ・BCG ・麻しん風しん混合 

・水痘 ・ロタウイルス ・日本脳炎 ・子宮頸がん（母島のみ） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

日 
3 

(木) 

1 

(木) 

5 

(木) 

3 

(木) 

7 

(木) 

4 

(木) 

2 

(木) 

6 

(木) 

4 

(木) 

8 

(木) 

5 

(木) 

5 

(木) 

 受付時間 接種場所 

父島 午後 2 時 30 分～4 時 小笠原村診療所 

母島 午後 3 時 30 分～4 時 母島診療所 

   

種類 ・日本脳炎 ・子宮頸がん ・麻しん風しん（父島のみ）※ 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

日 
24 

(木) 

22 

(木) 

26 

(木) 

24 

(木) 

28 

(木) 

25 

(木) 

23 

(木) 

27 

(木) 

25 

(木) 

29 

(木) 

26 

(木) 

26 

(木) 

 受付時間 接種場所 

父島 午後 3 時 45 分～4 時 45 分 小笠原村診療所 

☆ 母島は日本脳炎・子宮頸がん・麻しん風しんも第一木曜日に実施します。 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 電
話
に
よ
る
「
島
し
ょ
法
律
相
談
」 

 

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金

2 4 2 2 4 6 2 4 　 1 1 3 5

7 9 11 7 9 9 11 13 7 9 11 4 6 8 8 10 12

14 16 18 12 14 16 16 18 20 14 16 18 13 15 17 19

21 23 25 19 21 23 23 25 27 23 25 18 20 22 22 24 26

28 30 26 28 30 30 28 30 25 27 29 29

※　斜線の日程（祝日)は、相談はお休みです。

※　「島しょ法律相談」は、令和7年度下半期にも実施します。

令和7年度　上半期　島しょ法律相談日　カレンダー

令和７年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

令
和
７
年
度 

定
期
予
防
接
種
年
間
予
定
表 
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【父
島
】 

《日
時
》４
月
３
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》４
月
３
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

【接
種
可
能
ワ
ク
チ
ン
】 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

☏
２-

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 

☏
３-

２
１
１
１ 

 

 

   小
笠
原
村
で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
約
２
か
月
間
隔
で

計
２
回
接
種
し
、
帯
状
疱
疹
発
症
率
の
低
減
、
重
症

化
予
防
、
合
併
症
で
あ
る
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
発
症

リ
ス
ク
を
間
接
的
に
低
減
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

令
和
７
年
度
よ
り
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
帯
状
疱

疹
予
防
接
種
は
定
期
の
予
防
接
種(

Ｂ
類
疾
病)

と
な

り
ま
す
。 

 《帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
》 

 

帯
状
疱
疹
は
、
神
経
に
潜
ん
で
い
た
水
痘
帯
状
疱

疹
ウ
イ
ル
ス
が
再
活
性
化
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
皮

膚
疾
患
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
、
帯
状
疱
疹

の
発
症
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

《定
期
接
種
の
対
象
者
》 

本
助
成
の
対
象
と
な
る
方
は
次
に
該
当
す
る
方
で
、

過
去
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
は
、
対

象
外
で
す
。 

①
６５
歳
の
方 

②
６０
歳
～
６５
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
。 

 
 

《
６５
歳
を
超
え
る
方
の
経
過
措
置
》 

〇
令
和
７
年
度
～
令
和
１１
年
度
ま
で
の
５
年
間
は
、

５
歳
ご
と
の
年
齢(

７０
歳
、
７５
歳
、
８０
歳
、
８５
歳
、

９０
歳
、
９５
歳
、
１
０
０
歳)

の
方
も
定
期
接
種
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
１
０
０
歳
を
超
え
る

方
は
令
和
７
年
度
に
限
り
、
定
期
接
種
の
対
象
者

と
な
り
ま
す
。 

〇
令
和
７
年
度
の
対
象
者 

令
和
７
年
度
中
に
、
次
の
年
齢
に
な
る
方
。 

【
６５
歳
】昭
和
３５
年
４
月
２
日
～
昭
和
３６
年
４
月
１
日
生 

【
７０
歳
】昭
和
３０
年
４
月
２
日
～
昭
和
３１
年
４
月
１
日
生 

【
７５
歳
】昭
和
２５
年
４
月
２
日
～
昭
和
２６
年
４
月
１
日
生 

【
８０
歳
】昭
和
２０
年
４
月
２
日
～
昭
和
２１
年
４
月
１
日
生 

【
８５
歳
】昭
和
１５
年
４
月
２
日
～
昭
和
１６
年
４
月
１
日
生 

【
９０
歳
】昭
和
１０
年
４
月
２
日
～
昭
和
１１
年
４
月
１
日
生 

【
９５
歳
】昭
和
５
年
４
月
２
日
～
昭
和
６
年
４
月
１
日
生 

【１
０
０
歳
以
上
】大
正
１５
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ 

 《接
種
ワ
ク
チ
ン
・自
己
負
担
額
》 

シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス(

不
活
化
ワ
ク
チ
ン)

・・・２
回
接

種
４
，
８
４
０
円(

１
回
当
た
り
２
，
４
２
０
円) 

 《予
約
方
法
》 

事
前
予
約
制
で
す
。
予
約
・問
合
せ
先
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
接
種
日
は
予
約
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

 ※
令
和
７
年
度
に
限
り
引
き
続
き
５０
歳
以
上
６５
歳

未
満
の
方(

定
期
接
種
の
対
象
者
を
除
く)

を
対
象

に
任
意
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
任
意
で

の
接
種
は
、
令
和
７
年
度
限
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
任
意
接
種
の
予
約
方
法
も
定

期
接
種
と
同
じ
で
す
。 

※
内
地
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
た
場
合
は
、
予
防
接

種
後
に
申
請(

還
付)

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

な
お
、
手
続
き
の
際
は
、
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は

母
島
支
所
に
次
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

①
印
鑑 

②
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
領
収
書 

③
振
込
先
が
わ
か
る
も
の 

 ●
予
約
・問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
８
０
０ 

 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☏
３-

２
１
１
５ 

(

接
種
費
助
成
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先) 

 

村
民
課 

福
祉
係 

☏
２-

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

村
で
は
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
受
診
費
用
が
無

料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

上
京
時
や
村
内
の
婦
人
科
専
門
診
療
で
が
ん
検
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

国
の
指
針
で
は
隔
年
の
受
診
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。 

【対
象
年
齢
基
準
日
】令
和
８
年
３
月
31
日 

【発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
と
対
象
者
】 

〇
子
宮
頸
が
ん
検
診
用(

内
診
、
細
胞
診
・エ
コ
ー) 

…

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
女
性 

〇
乳
が
ん
検
診
用(

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・視
触
診) 

…

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

【受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

〇
医
療
法
人
社
団
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ

(

神
保
町
駅
前) 

〇
小
笠
原
村
診
療
所(

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
み) 

〇
母
島
診
療
所(
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
み) 

【受
診
期
間
】 

４
月
１
日(

火)

～
令
和
８
年
３
月
31
日(

火) 

※
土
・日
・祝
祭
日
と
年
末
年
始
を
除
く
。 

※
村
内
で
受
診
す
る
場
合
は
、
婦
人
科
専
門
診
療
の

期
間
。 

※
予
約
は
ご
本
人
の
み
。 

【申
込
先
】《父
島
》村
役
場 

村
民
課
福
祉
係 

《母
島
》母
島
支
所 

庶
務
係 

【申
込
期
間
】 

４
月
１
日(

火)

～
令
和
８
年
２
月
27
日(

金) 

【そ
の
他
】 

〇
４
月
１
日
現
在
で
、
次
の
年
齢
の
村
民
の
方
に
は
、

申
込
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し

ま
す
。 

《子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者
》…

20
歳 

《乳
が
ん
検
診
対
象
者
》  

 
…

40
歳 

〇
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
た
方
は
、
11
月
実
施
予
定

の
「小
笠
原
村
健
康
診
断
」の
際
、
子
宮
頸
が
ん
検

診(

検
診
内
容
は
同
じ)

・乳
が
ん
検
診(

超
音
波
検

査
と
視
触
診
を
実
施)

を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。 

〇
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
ひ
と
り
に
つ
き
各
１
枚
ま
で
使

用
で
き
ま
す
。 

〇
が
ん
検
診
の
無
料
受
診
は
、
年
度
内
で
１
回
で
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

☏
２-

３
９
３
９ 

 

 
 対

象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【父
島
】 

《日
時
》４
月
10
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【母
島
】 

《日
時
》４
月
15
日(

火) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《場
所
》母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

※
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

☏
２-

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 

☏
３-

２
１
１
１ 

４
月
の
定
期
予
防
接
種 

 高
齢
者
の
「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
」 

今
年
度
か
ら
定
期
接
種
に
な
り
ま
す 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 
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親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ
ガ

を
行
い
ま
す
。 

【日
時
】４
月
21
日(
月)  

   

《お
座
り
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
…

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

《お
座
り
が
出
来
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者
》 

…

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

【持
ち
物
】 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い
楽
な
服
装 

(

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
く
だ
さ
い) 

【申
込
締
切
】４
月
18
日(

金) 

 ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 

☏
２-

３
９
３
９ 

  

管
理
栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
さ
ん
の
食

事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【対
象
者
】 

離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と 

保
護
者 

【日
時
】４
月
16
日(

水)

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【場
所
】母
島
支
所
大
広
間 

【申
込
締
切
】４
月
７
日(

月) 

【持
ち
物
】筆
記
用
具 

 ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

☏
母
島
支
所
３-

２
１
１
１ 

  

４
月
の
テ
ー
マ
は
、
父
島
は
「ち
ょ
う
ち
ょ
の
制
作
」、

母
島
は
「チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
制
作
」で
す
。 

保
育
士
・保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。 

【父
島
】 

《対
象
者
》１
歳
半
～
３
歳
児
と
保
護
者 

《日
時
》４
月
23
日(

水) 

午
前
10
時
～
11
時
15
分 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
会
議
室 

《持
ち
物
》汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・飲
み
物 

《申
込
締
切
》４
月
18
日(

金) 

《募
集
組
数
》最
大
10
組 

 

※
先
着
順
で
の
ご
案
内
に
な
り
ま
す
。 

【母
島
】 

《対
象
者
》未
就
園
児
と
保
護
者 

《日
時
》４
月
28
日(

月)

午
前
10
時
～
11
時 

《場
所
》母
島
支
所
大
広
間 

《持
ち
物
》汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・飲
み
物 

《申
込
締
切
》４
月
25
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

       

☏
２-

３
９
３
９ 

 
母
島
支
所 

          
 

☏
３-

２
１
１
１ 

                      

   

小
笠
原
村
で
は
、
日
常
生
活
上
の
突
発
的
な
事
情

な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
に
よ
る
保

育
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
利
用
料
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
都
認
定
の
事
業
者
を
利
用
し
た
場
合
の

み
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【対
象
者
】 

村
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
児
童
と
と
も
に
村
内

に
居
住
し
て
い
る
保
護
者 

【対
象
利
用
期
間
】 

令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
３１
日
利
用

分
ま
で 

【対
象
時
間
】 

児
童
１
人
あ
た
り
年
１
４
４
時
間(

多
児
の
場
合
は
、

児
童
１
人
あ
た
り
２
８
８
時
間) 

【補
助
金
額
】 

児
童
１
人
１
時
間
あ
た
り 

 

午
前
７
時
～
午
後
１０
時 

２
，
５
０
０
円
を
上
限

に
補
助 

 
 

午
後
１０
時
～
午
前
７
時 

３
，
５
０
０
円
を
上

限
に
補
助 

【対
象
事
業
者
】 

東
京
都
が
定
め
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援
事

業(

一
時
預
か
り
利
用
支
援)

の
認
定
事
業
者
を
選
び

直
接
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
東
京
都
福
祉
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。 

 

 ※
現
在
、
小
笠
原
村
内
の
対
象
事
業
者
は
、
「(

株)

キ

ッ
ズ
ラ
イ
ン
」に
登
録
の
「１
名(

父
島)

」で
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

【申
請
・利
用
方
法
】 

小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

※
こ
の
事
業
は
東
京
都
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

☏
２-

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 

   

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
な
ど
の
災
害
時
の
備
え
と

し
て
、
粉
ミ
ル
ク
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
賞
味
期
限
が
近
い
粉
ミ
ル
ク
を
有
効
活

用
す
る
た
め
、
子
ど
も
が
い
る
村
民
の
皆
さ
ま
を
優

先
に
配
布
し
ま
す
。 

な
お
、
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、
配
布
終
了
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

《父
島
》 

【日
時
】４
月
１
日(

火)

～ 

 
 
 
 

平
日
・土…

午
前
９
時
～
午
後
９
時 

 
 
 
 

日
・祝
日…

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

※
必
要
と
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
広
く
配
布
す
る
た
め
、

４
月
11
日(

金)

ま
で
は
１
家
族
７
箱
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

《母
島
》 

【日
時
】４
月
１
日(

火)

～ 

 
 
 
 

平
日
の
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
 

（正
午
～
午
後
１
時
３０
分
を
除
く
） 

 
 
 
 
(

土
日
・祝
日
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん) 

【場
所
】母
島
支
所 

庶
務
係 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係
☏
２-

３
１
１
１ 

 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
５
を
開
講
し
ま
す
。 

【対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【日
程
】火
・木
曜
日 

(

祝
祭
日
は
除
く
。
日
程
の
変
更
有) 

※
初
回
参
加
の
方
は
、
簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。 

育
児
学
級(

親
子
ヨ
ガ
教
室)(

父
島) 

 

育
児
学
級(

お
や
つ
の
会)(

母
島) 

 

親
子
教
室(

す
く
す
く
キ
ッ
ズ) 

 

子
育
て
支
援 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援
事
業
の
ご
案
内 

 

賞
味
期
限
間
近
の
粉
ミ
ル
ク
を 

無
料
配
布
し
ま
す 

 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
５ 
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《父
島
》 

【時
間
】午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

(
場
所
の
変
更
有) 

【持
ち
物
】タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み
物
、

上
履
き 

【内
容
】 

筋
力
の
維
持
増
進
、
関
節
可
動
域
の
維
持
、
身
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い
方
や
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
た
い
方
向
け
の
内
容
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
、
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

【申
込
先
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

窓
口 

《母
島
》 

【時
間
】午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【場
所
】母
島
支
所
、
母
島
村
民
会
館
な
ど 

(

場
所
の
変
更
有) 

【持
ち
物
】タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み
物 

【内
容
】 

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
吹
き
矢
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
た
基
礎
体
力
づ
く
り
、
カ
ン
フ
ー

等
を
利
用
し
た
簡
単
な
身
体
機
能
訓
練
、
東
洋
医

学
を
応
用
し
た
身
体
の
自
己
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
な

ど
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。 

【申
込
先
】社
協
母
島
事
務
局(

村
民
会
館
２
階) 

 ●
問
合
せ
先 

社
協
父
島
事
務
局 

☏
２-

２
４
８
６ 

社
協
母
島
事
務
局 

☏
３-

２
１
８
８ 

     

 

夜
間
休
日
等
、
診
療
時
間
外
の
急
な
病
気
や
怪
我
、

歯
痛
な
ど
は
、
診
療
所
で
は
な
く
「１
１
９
」へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。 

歯
科
に
関
す
る
症
状
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
医
科

の
当
番
医
師
が
診
察
し
ま
す
。 

な
お
、
診
療
所
職
員
へ
直
接
の
連
絡
や
、
直
接
来
院

す
る
こ
と
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【１
１
９
対
応
時
間
】 

平
日
の
昼
休
み(

正
午
～
午
後
１
時
30
分)

、 

平
日
夜
間(

午
後
５
時
15
分
～
翌
日
午
前
８
時)

、

土
日
祝
日(

終
日) 

※
診
療
時
間
外
の
診
療
所
は
、
職
員
不
在
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
小
笠
原
村
診
療
所 

          

☏
２-

３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
             

☏
３-

２
１
１
５ 

  

小
笠
原
村
診
療
所
・母
島
診
療
所
と
有
料
老
人
ホ

ー
ム
「太
陽
の
郷
」で
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
来
所

時
に
は
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

☏
２-

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 

 

全
て
予
約
制
で
す
。 

【予
約
方
法
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
の
間
に
、
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》４
月
30
日(

水)

～
５
月
４
日(

日) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
４
時 

      [

注
：４
月
30
日(

水)

午
前(

学
校
健
診)

・

５
月
３
日(

土)

は
休
診] 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》４
月
27
日(

日)

・
28
日(

月) 
 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
４
時 

      [

注
：４
月
28
日(

月)

午
前(

学
校
健
診)

は
休
診] 

【注
意
事
項
】 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
、
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
バ
イ
ク
・車
の
運
転
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 ●
予
約
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

        

☏
２-

３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
          

☏
３-

２
１
１
５ 

 

  

全
て
予
約
制
で
す
。 

【予
約
方
法
】 

平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時
30
分
～
５
時

の
間
に
、
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》４
月
23
日(

水)

～
28
日(

月) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
４
時 

 
 
 
[

注
：４
月
26
日(

土)

・
27
日(

日)

は
休
診] 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》４
月
21
日(

月) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
４
時 

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
今
年
度
か
ら
小
笠

原
村
発
行
の
女
性
が
ん
ク
ー
ポ
ン
を
ご
利
用
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
予
約
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

        

☏
２-

３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
          

☏
３-

２
１
１
５ 

  

 

  【歯
科
】(

父
島) 

《休
診
日
》４
月
10
日(

木) 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

☏
２-

３
８
０
０ 

  

令
和
７
年
度
に
お
け
る
日
本
歯
科
大
学
附
属
病
院

派
遣
歯
科
医
の
診
療
は
、
４
月
21
日(

月)

か
ら
に
な

り
ま
す
。
診
療
日
に
つ
い
て
は
、
母
島
診
療
所
や
、
村

の
掲
示
板(

母
島)

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

     

☏
３-

２
１
１
５ 

   

 

◎
ド
ッ
ク
期
間
中
の
さ
る
び
あ
丸
貨
物
輸
送 

５
月
11
日(

日)

～
30
日(

金)

ま
で
お
が
さ
わ
ら

丸
は
定
期
整
備
の
た
め
ド
ッ
ク
に
入
り
ま
す
。 

そ
の
間
は
、
さ
る
び
あ
丸
が
一
往
復
と
貨
物
船
共

勝
丸
が
運
航
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

村
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

さ
る
び
あ
丸
の
冷
凍
・冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
積
載
に
限
度
が

あ
り
、
当
社
で
は
生
鮮
食
料
品
の
輸
送
に
対
し
て
ご

希
望
に
添
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。 

そ
こ
で
本
年
も
昨
年
同
様
に
、
郵
便
物
・各
社
宅
配

便
・生
鮮
食
料
品
を
優
先
に
積
載
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

さ
る
び
あ
丸
の
往
復
貨
物
輸
送
で
は
冷
凍
コ
ン
テ

ナ
で
の
冷
凍
品
の
輸
送
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
商

店
や
飲
食
店
・ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
冷
凍
食
品

の
計
画
的
な
買
い
置
き
等
の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。 ま

た
、
通
信
販
売
で
の
購
入
に
つ
い
て
も(

ヤ
マ
ト

運
輸
宅
急
便
含
む)

ド
ッ
ク
期
間
中
の
積
み
残
し
や
、

 

診
療
時
間
外
の
緊
急
受
診
は
１
１
９
へ 

 

 

マ
ス
ク
着
用
の
お
願
い 

  

眼
科
専
門
診
療 

 

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診
（
父
島
） 

  

母
島
診
療
所(

歯
科)

に
つ
い
て 

 小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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ド
ッ
ク
明
け
後
の
到
着
ま
で
に
相
当
の
日
数
を
頂
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
重
ね
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

貨
物
等
の
積
み
残
し
を
で
き
る
限
り
な
く
す
よ
う

引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運(

株)

貨
物
部 

 
 

☏
０
３-
３
４
５
５-

０
４
６
１ 

小
笠
原
海
運(

株)

父
島
営
業
所 
☏
２-

２
５
０
０ 

 

◎
父
島
１
泊
便
の
東
京
向
け
貨
物
等
の
受
付 

５
月
22
日(

木)

父
島
発
さ
る
び
あ
丸
、
６
月
３
日

(

火)

父
島
発
お
が
さ
わ
ら
丸
の
貨
物
等
の
受
付
は
次

の
と
お
り
で
す
。
出
港
前
日(

入
港
日)

午
後
の
受
付

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

                    

 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

     

☏
２-

２
５
０
０ 

 

４
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２-

２
５
０
０
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                             

     

       

狂
犬
病
の
発
生
・拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
に
は
、

犬
の
飼
い
主
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
登
録
と
予
防

注
射
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の
こ
と

が
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

①
現
在
居
住
し
て
い
る
地
域
の
市
区
町
村
に
飼
い
犬

を
登
録
し
、
鑑
札(

ま
た
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ)

を
装

着
す
る
こ
と
。 

②
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
、
注
射
済
票
を
装
着
す
る
こ
と
。 

 

新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
方
や
、
飼
い
犬
と
と
も

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
村
役
場
で
登
録
も
し
く
は
所

在
地
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
７
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は
、
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
に
送

付
し
た
「狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
お
知
ら
せ
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】 

《父
島
》４
月
18
日(

金)

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

《母
島
》４
月
７
日(

月)

午
前
10
時
～
正
午 

【費
用
】３
，
７
５
０
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
 
 

☏
２-

２
２
７
０ 

 

 

人
と
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
の
共
存
を
目
指
し
た
「小

笠
原
村
愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例(

ペ
ッ
ト
条
例)

」で
は
、
次
の
４
つ
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
ま
す
。 

①
正
し
く
飼
っ
て
、
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。 

②
ペ
ッ
ト
を
登
録
し
よ
う
。 

③
動
物
を
持
ち
込
む
と
き
、
申
告
し
よ
う
。 

④
持
ち
込
め
る
種
類
を
確
認
し
よ
う
。 

※
ル
ー
ル
③
、
④
は
未
施
行
。 

 

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
転
入
さ
れ
た
方
や
、
新
し
く
ペ
ッ

ト
を
飼
い
始
め
た
方
は
、
環
境
課
・母
島
支
所
の
窓
口

で
ペ
ッ
ト
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
ペ
ッ
ト
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
向
け
に
「ペ
ッ

ト
の
飼
養
状
況
の
報
告
の
お
願
い
」を
３
月
初
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
回
答
が
ま
だ
の
方
は
、
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
 
 
 

☏
２-

２
２
７
０ 

             

 

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

４
月
22
日(

火) 

午
前
11
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

４
月
23
日(

水)

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

9:00 9:00 8:30 9:00

～ ～ ～ ～

11:00 10:45 9:30 11:30

13:00

～

14:00

午
前

手
小
荷
物

(

合
札

)

の
み

※
受
付
な
し

午
後

※出港前日の受付は午前10:45まで
となりますのでご注意ください。

出港前日

（入港日）

宅
急
便
の
み

一
般
貨
物

宅
急
便

※コンテナに入る大きさの物のみ。

（幅280㎝、奥行180㎝、高さ200㎝）

※車両は自転車、125㏄以下の二輪バイクのみ。

（入港日）

手
小
荷
物

(

合
札

)

の
み

一
般
貨
物

宅
急
便

午
前

6/3(火)父島発

（午後3時00分発おがさわら丸）

出港日

午
後

※冷凍品の受付はありません。

（一般貨物・宅急便・手小荷物とも）

5/22(木)父島発

（午前10時30分発さるびあ丸）

出港日
出港前日

※
受
付
な
し

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,317 等級 大人 小人 学生

60,640 51,880 30,320 (+2,389) 5,080 2,540 4,070

(+11,140) (+9,530) (+5,570) 17,052 (+1,130) (+560) (+910)

43,800 35,040 21,900 (+2,224) 6,100 3,050

(+8,050) (+6,440) (+4,020) 15,686 (+1,360) (+680)

32,990 26,400 16,500 (+2,046) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+6,060) (+4,850) (+3,030) 1,835

28,960 23,170 14,480 (+239)

(+5,320) (+4,250) (+2,660) 1,366 9,893

等級 村民 村民小人 身障者 (+178) (+1,445)

47,500 23,750 30,320 9,274

(+8,720) (+4,360) (+5,570) (+1,354)

30,660 15,330 21,900 8,656

(+5,630) (+2,810) (+4,020) (+1,264)

23,100 11,550 16,500 991

(+4,240) (+2,120) (+3,030) (+145)

20,280 10,140 14,480 747

(+3,730) (+1,860) (+2,660) 　　のみのため販売はいたしません。 (+109)

4月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

1等

2等品

特2等寝台

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

2等

村民割引
2等往復

　※出港2時間前～出港までは乗船手続

5,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

3,000

小口
0.075t以下

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射 

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す 

 ペ
ッ
ト
の
登
録
と
飼
養
状
況
報
告
の
お
願
い 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

■
動
物
を
持
込
む
際
は
申
告
し
ま
し
ょ
う 

村
に
持
ち
込
ま
れ
る
動
物
を
把
握
す
る
た
め
、 

動
物
の
持
込
み
申
告
制
度
の
試
行
中
で
す
。 

申
告
方
法
等
の
詳
細
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

持込み申告 
ホームページ 
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【場
所
】 

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、
小

型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き
か

か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

○
診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。  

〇
５
月
９
日(

金)

～
６
月
２
日(

月)
ま
で
長
期
休
診

と
な
る
た
め
、
５
月
の
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・相

談
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
の
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室
☏
０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 

☏ 

２-

２
２
７
０ 

   

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
つ
い
て
は
、

希
少
な
動
植
物
の
生
息
・生
育
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
配
慮
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
村
民
の
人
た
ち
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
世
界
遺
産
で
す
。 

こ
の
た
め
、
指
定
ル
ー
ト
以
外
は
、
原
則
と
し
て
立

入
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

指
定
ル
ー
ト
沿
い
の
木
の
枝
を
折
る
、
石
や
植
物

を
採
取
す
る
、
指
定
ル
ー
ト
か
ら
外
れ
て
木
に
登
る

な
ど
の
行
為
は
、
各
種
法
令
等
の
違
反
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
厳
に
慎
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
見
か
け
た
場
合
は
ご
一

報
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

☏
２-

３
４
０
３ 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

☏
２-

７
１
７
４ 

小
笠
原
村 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

☏
２-

３
１
１
４ 

 

   
 国

有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
入
林
す
る
た

め
の
講
習
を
実
施
し
ま
す
。 

次
の
１
お
よ
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、
利
用
講
習
の
受

講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
講
習
は
配
布

し
た
資
料
を
各
自
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
書

類
の
提
出
を
持
っ
て
修
了
と
し
ま
す
。 

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
に
て
お
申
込
み

い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

１ 

村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
簡
易
講
習 

 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て

指
定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
を
対
象
に
講
習
を
実

施
し
ま
す
。 

 

指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
の
受

講
と
入
林
申
請
書
の
提
出
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」の
携
行
が
必
要
で
す
。 

 

２ 

調
査
研
究
簡
易
講
習 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
調
査
・研
究
及
び
作

業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る
方
を
対
象
に
講
習
を
実

施
し
ま
す
。 

 

入
林
す
る
た
め
に
は
、
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
に
加
え
調
査
研
究
簡
易
講
習
の
受
講
と
入

林
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
有

効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
再
度
、
講
習
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【パ
ス
交
付
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
必
要
書
類
を
受
講

締
切
日
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・入
林
許
可
書
・年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

【受
講
締
切
日
】毎
月
の
第
４
水
曜
日 

 ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

☏
２-

３
４
０
３ 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
☏
２-

２
１
０
３ 

  

 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
指
定
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、

設
定
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
全
て

の
指
定
ル
ー
ト
の
評
価
と
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
次
の
指
定
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
地
元
関
係

者
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系

保
護
地
域
部
会
で
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

【父
島
】 

《追
加
》 

 

夜
明
山
西
ル
ー
ト
と
夜
明
山
ル
ー
ト
を
つ
な
ぐ

夜
明
山
接
続
ル
ー
ト
を
追
加
。 

《変
更
》 

 

傘
山
ル
ー
ト
の
入
口
を
南
側
へ
移
動
。 

《廃
止
》 

 

時
雨
山
ル
ー
ト
、
振
分
山
ル
ー
ト
の
一
部
を
廃
止
。 

 

吹
割
山
ル
ー
ト
を
廃
止
。 

※
各
指
定
ル
ー
ト
の
詳
細
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
入

林
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
貸
出

し
い
た
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

☏
２-

３
４
０
３ 

k
s_o

g
a
s
a
w

a
ra

s
y
o
to

u
_p

o
s
tm

a
ste

r@
m

a
f

f.g
o
.jp

 

 

 

  

春
は
陸
鳥
の
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
で
す
！ 

う
ま
く
飛
べ
ず
に
弱
々
し
く
歩
い
て
い
る
ヒ
ナ
を
見

か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
い
て
い
近
く
に
親
鳥

が
い
ま
す
。
巣
立
ち
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
親
鳥
と

一
緒
に
行
動
し
、
餌
の
と
り
方
や
敵
か
ら
の
身
の
守

り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
。 

子
育
て
の
邪
魔
を
し
な
い
た
め
に
も
、
ヒ
ナ
を
連

れ
て
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い

保
護
し
て
し
ま
う
と
親
鳥
の
元
に
返
せ
ず
、
野
生
の

世
界
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路
で
見
か

け
た
と
き
は
近
く
の
木
の
上
な
ど
安
全
な
場
所
に
移

し
、
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。 

ま
だ
羽
毛
が
生
え
そ
ろ
っ
て
い
な
い
ヒ
ナ
が
地
面

に
い
た
ら
、
そ
っ
と
巣
に
戻
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
近

く
に
巣
や
親
が
見
当
た
ら
な
い
、
夜
が
近
い
な
ど
の

場
合
に
は
そ
の
場
で
次
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先  

(

父
島)

Ｉ
Ｂ
Ｏ
鳥
獣
レ
ス
キ
ュ
ー 

 

☏
０
８
０-

２
０
３
５-

８
０
７
８ 

(

母
島)

東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
推
進
員 

 

☏
０
８
０-

８
４
９
７-

３
７
６
４ 

 

小
笠
原
支
庁 

産
業
課 

      

☏
２-

２
１
２
５ 

 

   

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と
い

う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
農
産

物
の
廃
棄
処
分
や
内
地
へ
の
出
荷
制
限
な
ど
大
き
な

農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に
わ
た

る
根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和
６０
年
以

降
、
お
よ
そ
４０
年
に
わ
た
っ
て
再
侵
入
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
。 

現
在
の
小
笠
原
諸
島
で
は
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生

指
定
ル
ー
ト
以
外
は 

立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会(

父
島
・
母
島) 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

指
定
ル
ー
ト
を
見
直
し
ま
し
た(

父
島) 

 

ヒ
ナ
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い 

植
物
防
疫
制
度
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い 
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地
域(

東
南
ア
ジ
ア
等)

か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ
り

再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総
合

事
務
所
お
よ
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
侵
入

調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 【小
笠
原
で
輸
入
・輸
出
は
で
き
ま
せ
ん
！
】 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
な
ど
の
植
物
を
譲

り
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で
も
、

海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島
に
荷

物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 【小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫

が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
植
物

防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
害
虫
お
よ
び
寄
主
植
物

で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
な
ど
の
植
物
の
持
ち

出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 【土
付
き
植
物
を
持
ち
出
す
際
は
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
！
】 

観
葉
植
物
・苗
木
な
ど
の
土
付
き
植
物
や
土
そ
の

も
の
を
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
土
の
表
面
に
ア
フ
リ

カ
マ
イ
マ
イ
の
付
着
が
な
い
こ
と
の
確
認
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
を
守
る
た
め
、
重
要

な
こ
と
で
す
。 

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

【土
・土
付
き
植
物
の
確
認
場
所
】 

《宅
配
便
・貨
物
な
ど
》 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
階
業
務
課 

(

平
日
午
前
８
時
～
正
午
、 

午
後
１
時
３０
分
～
５
時
１５
分) 

《手
荷
物
・携
帯
品
》 

 

二
見
港
船
客
待
合
所 

く
じ
ら
像
の
近
く 

(

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～) 

 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

業
務
課
防
疫
担
当 

 

☏
２-

２
１
０
２ 

  

  ◎
み
ど
り
の
月
間
写
真
展 

毎
年
４
月
１５
日
～
５
月
１４
日
ま
で
の
期
間
を
「み

ど
り
の
月
間
」と
称
し
、
自
然
と
親
し
み
、
理
解
と
関

心
を
深
め
る
催
し
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
便
乗
し
て
、
今
年
は
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
も
『小

笠
原×

自
然
美
』を
テ
ー
マ
し
た
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。
小
笠
原
の
自
然
が
織
り
な
す
美
し
い
景
観
を
紹

介
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。 

【期
間
】 

４
月
１４
日 (

月) 

～ 

６
月
３
日(

火) 

【開
館
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
お
よ
び
観
光
船
入
港
中 

 
 

 ◎
Ｇ
Ｗ
の
お
知
ら
せ 

【開
館
日
】 

４
月
２６
日(

土)

～
５
月
５
日(

月)

ま
で
毎
日
開
館 

【開
館
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
５
時 

※
詳
細
は
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
確
認
で
き

ま
す
。 

   

●
問
合
せ
先 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

☏
２−

７
１
７
４ 

 

 
 

  

【開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
、 

４
月
30
日(

水) 

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

夜
間
開
館
日
～
午
後
９
時) 

※
イ
ベ
ン
ト
・夜
間
開
館
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【特
別
展
】 

◎
写
真
展
「
昔
の
小
笠
原
」(

新
館) 

４
月
５
日(

土)

ま
で 

明
治
８
年
に
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
様
々
な
写
真
、

戦
前
～
戦
後
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
風
景
や
建
物
、

島
民
の
暮
ら
し
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。 

◎
１
年
展
示
「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
展
の
生
涯
と
、
小
笠
原

と
の
関
わ
り(

仮)

」(

新
館) 

４
月
26
日(

土)

開
催
予
定 

１
８
４
１
年
14
歳
の
時
に
土
佐
か
ら
漁
に
出
て
伊

豆
鳥
島
に
流
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
助
け
ら

れ
て
船
員
に
な
っ
た
万
次
郎
。
万
次
郎
の
生
涯
の
な

か
で
、
当
時
の
小
笠
原
と
深
く
関
わ
っ
た
と
い
う
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
展
～
ク
ジ
ラ
と
一
緒
に
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」 (

本
館) 

開
催
中 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
回
遊
シ
ー
ズ
ン(

12
～
翌
年
４

月
頃)
に
海
で
観
察
す
る
可
能
性
の
あ
る
生
き
も
の

に
つ
い
て
紹
介
し
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
楽
し

み
方
の
幅
を
広
げ
て
も
ら
う
展
示
で
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 

☏
２-

３
０
０
１ 

 

 

     

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
」 

 

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
ね
！
こ
こ
小
笠
原

は
、
陸
上
か
ら
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
め
る

国
内
屈
指
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
４
月
で
も
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
度
か
ら

小
笠
原
で
新
生
活
を
始
め
る
方
も
、
そ
う
で
な
い
方

も
、
洋
上
で
の
ク
ジ
ラ
観
察
は
も
ち
ろ
ん
、
ぜ
ひ
陸
か

ら
の
観
察
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け

て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、

毎
朝
30
分
間
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か

ら
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
グ
ラ
フ
は
、

半
月
ご
と
の
平
均
発
見
頭
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

１
月
号
か
ら
３
月
号
に
か
け
て
今
シ
ー
ズ
ン
の
来
遊

状
況
を
ご
報
告
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
で
も
最
新

の
結
果
を
お
届
け
し
ま
す
。 

                 

遺産センタ-HP 

公式インスタグラム 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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２
月
後
半
は
、
最
も
多
い
日
は
過
去
最
多
の
44
頭
、

最
も
少
な
い
日
は
21
頭
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
期
間
に
お
け
る
発
見
頭
数
は
日
ご
と
の
ば
ら
つ
き

が
あ
り
、
平
均
す
る
と
約
27
頭
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
月
後
半
は
強
風
や
海
況

不
良
の
日
が
続
い
た
た
め
13
日
間
の
う
ち
観
測
を
実

施
で
き
た
の
は
わ
ず
か
６
日
間
の
み
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
観
測
が
行
え
な
か
っ
た
期
間
に
多
く
の
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
が
小
笠
原
近
海
に
訪
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、

実
際
の
来
遊
頭
数
は
も
う
少
し
多
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
シ
ー
ズ
ン
序
盤
か
ら
２
月
後
半
ま
で
は
、
昨

シ
ー
ズ
ン
の
結
果
を
下
回
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
３
月
前
半
に
は
平
均
発
見
頭
数
が
約
24
頭
と
な

り
、
昨
年
と
同
程
度
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
来
遊
の

ピ
ー
ク
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
月
は
、
何
頭
の
ク
ジ
ラ

を
発
見
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
北
の
摂
餌

海
域
へ
向
か
う
ク
ジ
ラ
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
小
笠
原
に

滞
在
す
る
の
か
、
引
き
続
き
山
の
上
か
ら
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 【ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願

い
】 毎

年
５
月
頃
ま
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時

期
に
あ
た
り
ま
す
。
小
笠
原
で
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
、
そ
し
て
ク
ジ
た
ち
の

生
息
環
境
を
守
る
た
め
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

自
主
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。 

ボ
ー
ト
や
サ
ッ
プ
、
カ
ヤ
ッ
ク
等
で
の
ホ
エ
ー
ル
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
に
あ
た
り
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
を

遵
守
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状

態
と
し
、
侵
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の

行
動
を
と
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル 

  

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

☏
２-

３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
287 

-

ク
ジ
ラ
と
カ
メ- 

 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「今
年
は
寒
い
ね
」と
聞
こ
え
る

今
日
こ
の
頃
。
昨
年
よ
り
も
肌
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
季
節
は
確
実
に
春
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
冬
か
ら
滞
在
し
て
い
た
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
が
小
笠
原
か
ら
離
れ
、
産
卵
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
入
れ
替
わ
り
で
来
遊
し
ま

す
。 ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
小
笠
原
に
滞
在
し
て
い
る
間
、

基
本
的
に
は
何
も
餌
を
口
に
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
オ
ス
の
ク
ジ
ラ
た
ち
は
次
の
繁
殖
相
手
を
探

す
た
め
、
幾
度
も
体
を
ぶ
つ
け
あ
っ
て
激
し
い
闘
い
を

繰
り
広
げ
、
母
ク
ジ
ラ
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
な
子
ク
ジ

ラ
に
振
り
回
さ
れ
つ
つ
も
、
彼
ら
に
ミ
ル
ク
を
し
っ
か

り
と
与
え
ま
す
。
繁
殖
・子
育
て
に
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
い
果
た
し
た
ク
ジ
ラ
た
ち
が
目
指
す
行
き
先

は
、
採
餌
海
域
で
あ
る
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
や
カ
ム
チ
ャ

ッ
カ
半
島
の
ま
わ
り
な
ど
で
す
。 

子
ク
ジ
ラ
は
、
母
ク
ジ
ラ
の
横
に
ぴ
っ
た
り
と
く
っ

つ
き
、
高
緯
度
の
え
さ
場
ま
で
泳
い
で
い
き
ま
す
。
栄

養
価
の
高
い
海
で
生
産
さ
れ
た
、
小
動
物(

オ
キ
ア
ミ
、

小
魚)

を
た
く
さ
ん
食
べ
、
ま
た
来
年
の
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
、
小
笠
原
を
含
む
温
か
い
南
の
海
に
や
っ
て
く

る
の
で
す
。 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
３
月
～

４
月
頃
か
ら
一
気
に
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
目
撃
が
増
え

始
め
ま
す
。
海
か
ら
も
、
陸
か
ら
も
、
交
尾
を
す
る
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
い
よ
い
よ

産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て
き
た
な
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
も
ま
た
、
日
本
列
島
の
太
平

洋
沿
岸
の
藻
場
か
ら
１
０
０
０
ｋ
ｍ
以
上
の
長
い
旅
を

経
て
、
こ
の
小
笠
原
の
海
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
５
～
８
月
に
か
け
て

産
卵
を
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
卵
は
約
２
ヵ
月
を
経
て

ふ
化
し
、
稚
ガ
メ
は
海
へ
と
か
え
っ
て
い
く
の
で
す
。

し
か
し
、
母
ガ
メ
は
稚
ガ
メ
を
育
て
る
こ
と
は
せ
ず
、

卵
を
産
ん
だ
ら
そ
そ
く
さ
と
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と
比
べ
る
と
、
と
て
も
薄
情

な
気
も
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
子
育
て
を
し
な
い
代
わ

り
に
、
ど
れ
か
一
頭
が
生
き
残
る
よ
う
数
で
勝
負
す

る
生
存
戦
略
を
取
っ
て
い
る
た
め
で
す
。 

さ
て
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
が
ほ
と
ん
ど
終

わ
り
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
ね
。
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
５
月
頃
か
ら
大

村
海
岸
で
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
各
海
岸
で
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な
ウ
ミ

ガ
メ
と
の
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

-

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中- 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い 

 ●
問
合
せ
先
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
☏
２-

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
十
八
貝
「
夢
の
マ
イ
マ
イ
」 

 
マ
ン
モ
ス
の
特
徴
に
か
か
わ
る
遺
伝
子
を
組
み
込

ん
だ
ネ
ズ
ミ
を
作
出
、
と
い
う
研
究
成
果
が
業
界
を

に
ぎ
わ
せ
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
巨
大
ネ
ズ
ミ
誕
生
、

で
は
な
く
、
マ
ン
モ
ス
の
よ
う
に
毛
の
長
い
ネ
ズ
ミ
が

で
き
た
だ
け
だ
が
、
本
当
な
ら
そ
れ
で
も
凄
い
。
絶
滅

生
物
の
性
質
を
一
部
復
活
さ
せ
た
わ
け
だ
か
ら
。 

そ
れ
な
ら
凍
結
試
料
の
あ
る
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
絶

滅
種
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
性
質
の
一
部
く
ら
い
は
、

復
活
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
原
理
的
に
は
ゲ
ノ
ム
情

報
さ
え
残
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
一
部
を
本
土
の
近
縁

な
仲
間
の
ユ
ー
ハ
ド
ラ
に
組
み
込
ん
で
、
カ
タ
マ
イ
マ

イ
の
外
見
を
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
だ
。 

た
だ
、
現
実
に
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
も
そ
も
陸

貝
の
性
質
の
遺
伝
的
基
盤
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

陸
貝
で
は
そ
れ
に
不
可
欠
な
全
ゲ
ノ
ム
解
読
が
進
ん

で
い
な
い
。
全
ゲ
ノ
ム
のD

N
A

配
列
自
体
は
読
め
る

の
だ
が
、
陸
貝
は
ゲ
ノ
ム
の
構
造
が
複
雑
な
た
め
、
そ

の
染
色
体
の
位
置
を
決
め
た
う
え
で(

ゲ
ノ
ム
ア
セ
ン

ブ
リ)

、
各
遺
伝
子
や
機
能
と
関
係
づ
け
る
ア
ノ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
難
し
い
。
カ
タ
マ
イ
マ
イ
も
属
し
て
い
る
最

大
派
閥
で
最
も
身
近
な
陸
貝
グ
ル
ー
プ
の
マ
イ
マ
イ

上
科
で
は
、
誰
も
こ
の
段
階
ま
で
成
功
し
て
い
な
い
。 

と
い
う
わ
け
で
、
絶
滅
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
復
活
は
ま

だ
ま
だ
夢
物
語
で
あ
る
。
と
、
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、

研
究
室
の
ま
だ
修
士
一
年
の
学
生
が
、
い
き
な
り
オ

ナ
ジ
マ
イ
マ
イ
と
ユ
ー
ハ
ド
ラ
で
、
全
ゲ
ノ
ム
解
読
を

ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
成
功
さ
せ
た
。
マ
イ
マ
イ
上
科

で
は
世
界
初
で
あ
る
。
思
い
が
け
ず
、
夢
を
か
な
え
る

基
盤
が
で
き
た
。 

後
生
畏
る
べ
し
。
次
世
代
の
彼
ら
彼
女
ら
は
、
能
力

を
開
放
す
る
機
会
を
得
る
と
、
爆
発
的
な
成
果
を
出

し
て
く
る
。
絶
滅
カ
タ
マ
イ
マ
イ
復
活
の
夢
は
、
ど
う

や
ら
未
来
が
か
な
え
て
く
れ
そ
う
で
あ
る
。 

【文
】東
北
大
学
教
授 

千
葉 

聡 

【イ
ラ
ス
ト
】藤
崎 

希
久
江 

          

 

 ●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

     

☏
２-

３
１
１
７ 
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「村
民
だ
よ
り
」「ケ-

ブ
ル
テ
レ
ビ
」へ
の 

ご
意
見
募
集
し
ま
す 

 

 
 

「村
民
だ
よ
り
」 

「小
笠
原
村
ケ-

ブ
ル
テ
レ
ビ(

自
主
放
送
番
組)

」 

に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！ 

 

ぜ
ひ
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【回
答
方
法
】 

ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ-

ト(G
o
o
g
le

フ
ォ-

ム
を
利
用) 

h
ttp

s
://fo

rm
s.g

le
/5

Y
N

9
e
v
M

U
y
p
tB

W

k
N

A
7
 

  (

窓
口
で
用
紙
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。) 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
情
報
通
信
係☏

２-

３
１
１
１ 

        

◎
小
笠
原
諸
島
が
日
本
の
領
土
と 

な
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

 

村
民
の
皆
さ
ん
は
、
嶋
谷
市
左
衛
門(
し
ま
や
い
ち

ざ
え
も
ん)

と
い
う
人
物
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
江
戸

時
代
中
期
に
無
人
島(

現
在
の
小
笠
原
の
島
々)
を
巡

検
し
江
戸
幕
府
に
報
告
し
た
人
で
す
。 

嶋
谷
の
巡
検
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
３
５
０
年
経

つ
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
村
で
は
今
年
、
彼
の
功
績
を
称

え
る
記
念
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
回
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
嶋
谷
に
つ
い

て
少
し
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

彼
は
、
長
崎
の
人
で
航
海
術
、
測
量
術
に
優
れ
て
い

た
た
め
、
１
６
７
５
年(

延
宝
３
年)

、
幕
府
の
命
を
受

け
て
長
崎
代
官
末
次(

す
え
つ
ぐ)

平
蔵(

へ
い
ぞ
う)

の
建
造
し
た
船
に
船
頭
と
し
て
乗
り
込
み
、
無
人
島

巡
検
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
父
島
や
母
島
な
ど
に
た

ど
り
着
き
、
地
図
・海
図
の
作
成
や
詳
細
な
調
査
を

行
い
、
小
さ
な
祠
を
建
て
動
植
物
を
持
ち
帰
る
な
ど

し
て
幕
府
に
報
告
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

嶋
谷
自
身
が
記
録
し
た
「無
人
島
へ
乗
渡
覚
書
」「無

人
島
之
図
」(

注
１)

や
、
江
戸
時
代
末
期
の
１
８
６
３

年(

文
久
３
年)

に
小
花
作
助(

注
２)

が
記
録
し
た
『小

笠
原
島
略
記
全
』な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

１
８
７
６
年(

明
治
９
年)

、
明
治
政
府
は
日
本
に

よ
る
小
笠
原
島
の
統
治
を
各
国
に
正
式
に
通
知
し
、

国
際
的
に
日
本
領
土
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
嶋
谷
の
巡
検
は
、
「一
国
の
政
府
の
命
を

受
け
た
正
式
の
巡
検
調
査
隊
が
小
笠
原
島
に
上
陸
し

て
島
々
を
調
査
し
、
島
の
動
植
物
を
調
査
採
取
し
て

持
ち
帰
っ
た
最
初
で
あ
り
、
の
ち
に
こ
れ
ら
の
島
々
を

日
本
領
と
し
て
確
定
す
る
上
で
非
常
に
大
き
な
根
拠

と
な
り
ま
し
た(

注
３)

。
」こ
の
こ
と
は
、
日
本
が
今

日
、
広
大
な
排
他
的
経
済
水
域
を
も
つ
に
い
た
る
起

点
と
な
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。 

 

で
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
我
が
郷
土
「小
笠
原
村
」

の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
小
笠
原
貞
頼
と
嶋
谷
と
の

か
か
わ
り
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
次
回
の

村
民
だ
よ
り
で
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 

(

注
１)

日
本
人
に
よ
る
無
人
島
の
最
初
の
記
録
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

(
注
２)

小
花
作
助
は
、
後
に
小
笠
原
島
内
務
省
出
張

所
長
に
な
っ
た
人
物
で
す
。 

(

注
３)
田
畑
道
夫
著
『小
笠
原
島
ゆ
か
り
の
人
々
』 

Ｐ
26
小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

                   

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

     

☏
２-

３
１
１
７ 

  

                      
 

               

                     

「嶋
谷
市
左
衛
門
」 

小
笠
原
諸
島
巡
検 

３
５
０
周
年
記
念
事
業 

 

嶋谷市左衛門肖像画(想像図)  

提供：西堀榮三郎記念探検の殿堂 
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   結果報告 

2023 年度温室効果ガス排出量：16,748 t-CO2 

基準年度（2013 年度）と比べて 2,154 t-CO2 の削減 

目標達成には 2030 年までに 4,577 t-CO2 の削減が必要です。 

 

小笠原村 

環境課 

2－2270  

小笠原村では、「地球温暖化対策実行計画（区域施策編）～スイッチおがさわライフ ゼロカーボン大作戦～」の目標達成のため、 
省エネやごみの減量化の取組を進めています。今回は、2023 年度（令和５年度）の温室効果ガス排出量の推計結果を報告します。 

2023 年度の温室効果ガス排出量の推計結果は…？ 

おがさわら 電気使用量報告 (2024 年 11 月～2025 年２月) 

父島 

※各島の発電所からの送電電力量（月別）データを基に、過去２年の送電電力量の平均値と 2024年度の送電電力量を比較しています。 

母島 過去２年の同時期と比べて…※ 

１１月：１４.４％ 増 

１２月： ０.３％ 減 

１月 ： 3.９％ 増 

２月 ： ２.２％ 増 

過去２年の同時期と比べて…※ 

１１月： ９.８% 増 

１２月： ３.０％ 減 

１月 ： ０.５％ 増 

２月 ： ２.１％ 減 

11.4％ 

削減！ 

 

ゼロカーボン大作戦の取組状況とこれから 

エネルギー対策やごみの減量を続けていくことが大切だね 

■家庭・事業所における省エネやごみ削減の推進 

（作戦１＆４） 

■エコドライブや相乗りなどの移動の脱炭素化の推進

（作戦１＆５） 

■再エネ導入やメンテナンス体制の充実（作戦３） 

■EV 車普及のための太陽光発電による充電設備の検討

（父島）（作戦２＆３） 

2024 年度（令和６年度）は以下に示す取組が進みました。しかし、ゼロカーボン大作戦の全てに着手できているわけではありません。 

今後は、まだ着手できていない取組をどのように進めていくか検討して実行に移すことが重要です。また、排出量が多い分野について、対策

を継続・強化していくことが求められます。 

 

排出量削減のアイデアや情報も募集中！ 

これから村民の皆さんと共に取り組んでいきたい 

着手が難しい＆さらなる強化が必要な取組 

2023 年度の温室効果ガス排出量は、前年度と比べて 805t-CO2 の

削減となりました。このペースで排出量を削減し続けることができれ

ば、2030 年度の削減目標（2013 年度比▲46％）を達成できる見込

みです。しかし、猛暑の年にはエアコンの使用量が増えてしまうなど、

排出量の増減には変動があるため、今後も減少するとは限りません。 

ごみ分別ガイドブックは５月頃に公表予定です！ 

もう少し詳しく見てみると… 

このまま順調に 

削減できれば 

目標達成の見込み 

でも油断は禁物！ 

省エネ行動や設備・機器の省エネ性能が 

進んだことも要因のひとつと考えられます 
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●排出量に占める割合は少ない３種類の増減はそれぞれ異なる 
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人口や観光客数が影響

しそうですが、増減が

きれいに一致しません 

【参考】人口と来島者数 

○ゼロカーボンワークショップ実施 ○村民だよりによる情報発信
○小学校ごみとリサイクル授業 ○ごみ分別ガイドブック作成

○省エネ家電製品普及促進事業補助 ○公共施設におけるLED照明の導入
○公用車にEV車導入（母島） ○ZEV協定に基づく村民のEV購入支援

○情報センターへ太陽光発電設備導入 ○母島太陽光発電所建設事業の推進
○北港バイオトイレ（太陽光パネルと共に新設）

○製品プラスチックステーション回収の実施 ○資源リサイクル拠点回収の実施
○生ごみコンポストモニター実施

○母島シェアサイクルの試行

○小笠原諸島世界自然遺産管理計画に基づく森林等の適正管理
○オガグワの森イベントなど地域と連携したイベントの実施

作戦１
みんなで取り組む脱炭素

作戦２
島ぐらし楽しく快適に脱炭素

作戦３
自然パワーで脱炭素

作戦４
ごみも資源だ脱炭素

作戦６
守れＢＯＮＩＮの森と海

作戦５
脱炭素型エコツーで満喫

作 戦 令和６年度の主な取組実績
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 皆さんは「脂質異常症」をご存知でしょうか？以前は「高脂血症」と呼ばれており、住民健診などで「コレステロ

ール値が高い」、「中性脂肪値が高い」と聞くことは多いかもしれません。そもそも脂質異常症とはどんな病気なので

しょうか？今回は「脂質異常症」について正しく知り、脂質異常症を予防する生活習慣について紹介します。 

 

 
 

                                

                                 

                                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

■脂質異常症の基準値■ 

― 村 民 課 福 祉 係― 

―  第 302 号 ― 

 

クジラの伝言板 

けんこう通信 
 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：住民健診の結果を見返していたら、中性脂肪が「Ｃ」だったよ。最近甘いコーヒーやジュースを飲む

のが習慣になっているからかな？ 

保健師：甘いものを摂りすぎると、中性脂肪が上がります。間食や飲み物の見直しをしてみましょう。 

クジラ：そうだね、身体のためにブラックコーヒーやお茶に変えてみようかな♪ 

保健師：あわせて、ウォーキングなどの運動を取り入れると効果的ですよ。 

 

脂質異常症ってどんな病気なの？ 

 脂質は、体を動かすためのエネルギー源として必要な

栄養素の１つです。しかし、脂質を摂りすぎることで、

血液中の「コレステロール」や「中性脂肪」のバランス

が崩れた状態のことを「脂質異常症」といいます。 

HDL(善玉)コレステロール：39 ㎎/dl 以下 

LDL(悪玉)コレステロール：120 ㎎/dl 以上 

中性脂肪(TG)：150 ㎎/dl 以上 

脂質異常症を放っておくと、どうなるの？ 

脂質異常症の原因は？ 

コレステロールは脂質の

一種で細胞膜やホルモン、

消化液の成分に欠かせない

ものです。HDL(善玉)は、

過剰になったコレステロー

ルを回収し、LDL(悪玉)

は、コレステロールを全身

に運ぶ働きがあります。

LDL(悪玉)が多すぎたり

HDL(善玉)が少なすぎたり

すると、過剰なコレステロ

ールが血管壁に染み込み、

血管を狭めることで動脈硬

化を進行させます。 

  

 

 

 

 

脳梗塞 

心筋梗塞 

腎臓の 

障害等 

眼底の異常 

大動脈瘤 

狭心症 

タイプ別の生活習慣のポイント！ 

 食べすぎ、運動不

足、アルコールの飲

みすぎ、ストレスな

どが原因とされてお

り、ほとんどの人は

生活習慣の見直しで

改善します。 

 脂質異常症は、

無症状であること

がほとんどです。

無自覚のうちに、

動脈硬化が進行す

ると、血管のつま

りが大きくなり、

右図のような合併

症が起きやすくな

ります。 

HDL(善玉)LDL(悪玉)コレステロールって？ 

動脈硬化の進行 

●LDL(悪玉)コレステロールが高め 

→動物性のあぶらの摂取を見直

してみましょう！ 
・肉類は脂身の少ない赤身の部位や鶏
むね肉やささみ肉を選びましょう。 

・調理方法を「煮る」、「ゆでる」、「蒸
す」ことで、あぶらの摂取を抑える
ことができます。 

・ノンオイルドレッシングや低脂肪の
乳製品を選びましょう。  

・食物繊維の多い、海藻類やきのこ類
を食事に取り入れましょう。 

●中性脂肪が高め 

→食べすぎ、飲みすぎに注意！ 

・米、パン、麺類等の主食量(糖質)

が多い人は中性脂肪を高めます。

いつもより主食の量を減らすこと

で食べすぎの防止ができます。 

・お菓子やジュースの量の見直しを

してみましょう。 

・アルコールは１日の目安（ビール

中瓶１本程度）を守りましょう。

週２日の休肝日も大切です。 

●HDL(善玉)コレステロールが

少ない 

→運動量の見直しを！ 

・運動には、HDL(善玉)コレス

テロールを増やし、中性脂肪

やＬＤＬ(悪玉)コレステロー

ルを下げる効果があります。

ウォーキングや水泳、軽いジ

ョギングなどの有酸素運動が

効果的です。 

 



粉ミルク無料配布開始(なくなり次第終了) おやつの会(母島)

固定資産税の閲覧・縦覧(～6/2) キッチンカー出店者申込〆切(父島)

入港日 出港日

定期予防接種(父島)(母島) 狂犬病予防集合注射(父島)

地域振興に係る補助事業応募〆切

すくすくキッズ(父島)申込〆切
親子ヨガ教室(父島)申込〆切
会計年度任用職員(議会事務局・小学校)応募〆切

出港日 入港日

「東京三弁護士会」法律相談(母島)

ファーマーズデイ(父島) 産科・婦人科専門診療(母島)

親子ヨガ教室(父島)

「東京三弁護士会」法律相談(父島)

日商簿記検定 申込み(～5/8)

狂犬病予防集合注射(母島) 母島巡回ペット診療・相談(～２３日)

おやつの会(母島)申込〆切

入港日 出港日

母島巡回労働相談 産科・婦人科専門診療(父島)(～28日)

すくすくキッズ(父島)

小笠原村診療所の歯科休診 電話による無料相談

乳幼児健診・歯科健診(父島) すくすくキッズ(母島)申込〆切

交通安全講習会(母島)

出港日 入港日

住民税非課税世帯等 臨時特別給付金〆切 こどもまつり(父島)

GWバス増便(父島)(～27日)

眼科専門診療(母島)(～２８日)

交通安全キャンペーン(父島) すくすくキッズ(母島)

入港日 出港日

小笠原村職員(介護福祉士)募集〆切 GWバス増便(父島)

ケーブルテレビ「硫黄島・日米合同慰霊祭」

乳幼児健診・歯科健診(母島) 眼科専門診療(父島)(～5/4)

行政相談所(父島) R6ベビーシッター利用支援事業補助金〆切

ケーブルテレビ利用料 年払い申込〆切 委託状況届 提出〆切
※            マーク：小笠原高校 図書館開放日(開館時間：午後２:30～５:00)

※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　2日・4日・7日・9日・11日・14日・16日・18日・21日・23日・25日・28日・30日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

2 水 17 木

1 火 16 水

3 木 18 金

5 土 20 日

4 金 19 土

7 月 22 火

6 日 21 月

9 水 24 木

8 火 23 水

日

11 金 26 土

10 木 25 金

29 火

13 日 28 月

12 土 27

15 火 30 水

14 月

4月のカレンダー

昭和の日


